
 

令和４年度第３回食育推進会議次第 

 

               

 

  １ 開会 

 

 

  ２ 議 事 

⑴進捗状況調査について 

⑵農業祭の報告 

   ⑶食育推進会議委員からの食育活動報告 

 

  ３ その他 

   ⑴食育 HP 委員会より（報告） 

   ⑵その他 

 

 

  ４ 閉 会 

 

 



別紙 

 

小金井市食育推進会議委員名簿 

  

令和４年１１月３０日 

No. 選出区分 氏  名 

●市民（５人） 

１ 公募市民 牧野
ま き の

 まや  

２ 公募市民 雀部
さ さ べ

 かおり  

３ 公募市民 横山
よこやま

 英吏子
え り こ

 

４ 公募市民 妹尾
せ の お

 和子
か ず こ

 

５ 公募市民 太田
お お た

 篤
あつ

胤
たね

 

●学識経験者（２人） 

６ 実践女子大学生活科学部食生活科学科准教授 山岸
やまぎし

 博
ひろ

美
み

 

７ 野菜料理研究家 松嶋
まつしま

 あおい  

●関係機関の役員又は職員（７人） 

８ 小金井市立東小学校栄養教諭 伊熊
い く ま

 和也
か ず や

 

９ 小金井市立小中学校ＰＴＡ連合会 北脇
きたわき

 理
り

恵
え

 

 １０ 小金井市社会福祉協議会 井上
いのうえ

 正子
ま さ こ

 

１１ 東京都小金井歯科医師会 服部
はっとり

 聡
さとし

 

１２ 小金井市農業振興連合会 萩原
はぎわら

 英
ひで

幸
ゆき

 

１３ 東京むさし農業協同組合小金井支店 桜井
さくらい

 努
つとむ

 

１４ 小金井市商工会 保谷
ほ う や

 匠
たくみ

 

●関係行政機関の職員（１人） 

１５ 東京都多摩府中保健所 松本
まつもと

 祐子
ゆ う こ

 

●市の職員 

１６ 小金井市福祉保健部長 中谷
な か や

 行男
ゆ き お

 

 

 



令和２年度事業実績
（具体的な数値等）

令和２年度に実施した取組み　及び
令和３年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）
※1

令和３年度事業実績
（具体的な数値等）

令和３年度に実施した取組み　及び
令和４年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）※
1

●食育行事として、歯科医師会主催の
「歯と口の健康」イベントにおいて、下
記の取組を実施
　パネル展示・・・かみごたえ早見表
参加人数
　283人
●食育の日の取組として毎月１９日に乳
幼児へ食育に関する記事を配信した。配
信者数：1212名

コロナ禍のため、6月の食育月間中の「歯
と口の健康」のイベントは延期になり、
同年11月29日に市民ホールで関係機関と
連携し、限られたスペース（展示（１
つ）のみ）で実施。保健センター同様、
絵のコンクール入賞作品が展示されたた
め、家族連れが多かった。今後も可能な
ら継続したい。乳幼児メールは登録者が
増えたため、配信数が増えた。

B

●食育行事として、歯科医師会主催の「歯と
口の健康」イベントにおいて、下記の取組を
実施
　パネル展示・・・ひみこの歯がいーぜ！
  参加人数        275人
　
●食育の日の取組として毎月１９日に乳幼児
へ食育に関する記事を配信した。
配信者数：1351名

コロナ禍のため、6月の食育月間中の「歯
と口の健康」のイベントは延期になり、
同年12月5日に市民ホールで関係機関と連
携し、限られたスペース（展示（１つ）
のみ）で実施。保健センター同様、絵の
コンクール入賞作品が展示されたため、
家族連れが多かった。今後も可能なら継
続したい。乳幼児メールは登録者が増え
たため、配信数が増えた。

B ○ ○ 健康課

小金井市食育推進計画進捗状況報告（令和3年度実施分）

No.

※１　自己評価（対前年進捗度）について
　A＝充実・強化（事業を新たに実施した。または充実した。）
　B＝前年度同様（前年度と同様の内容で実施した。）
　C＝縮小
　D＝未着手（該当事業に取り組まなかった。）

事業名称 事業の内容頁 番号

令和２+年度進捗状況 令和３年度進捗状況

※２　効果があったと思われる食育の視点（該当するものに「○」を付けてください。複数回答
可）
①（新）食育という言葉や意味を知っている
②（旧の①）毎日きちんと朝食を食べる食生活の啓発
③（旧の②）家族・友人等と一緒に食事をする意識の育成・啓発
④（旧の③）バランスのとれた食事をする等栄養バランスを意識した食生活の啓発　　　   ⑤
（新）野菜は一日３５０ｇ摂取を目標とする
⑥（旧の④）地場野菜の普及等、地産地消の食生活の啓発・食文化の伝承
⑦（旧の⑤）食品ロスの軽減等環境に配慮した食生活の啓発

③
（旧の
②）

担当課

４　具体的な施策の展開

“Koganei-Style”の地域展開　　　　　　　①啓発活動の充実

⑦
（旧の
⑤）

効果があったと思われる
食育の視点　※2

① ⑤
④

（旧の
③）

⑥
（旧の
④）

②
（旧の
①）

○ ○ 学務課

食育月間（６月）及び食育の
日（毎月１９日）に因み、食
育に関するイベント等を行

い、市報・市ＨＰ・市立保育
園、小中学校等で食育の啓発

活動を行う。

食育月間・食育
の日の取組

1

 
小金井市立小中学校全校での食育の日の
取組
① 毎月11日は「お箸の日」
箸を使ったメニューを提供し、マナーや
持ち方等学ぶ機会を作っている。
②毎月24日は「小金井和食の日」
和食献立を提供し、和食を広めるととも
に和食について学ぶ機会を作っている
③小金井市の農家で作られている「ル
バーブ」が旬を迎えるためルバーブを使
用した献立を取り入れた。
手作りルバーブジャム・ルバーブマド
レーヌ・ルバーブチキン・ルバーブ蒸し
パン・ルバーブのパリパリ揚げ・ルバー
ブクランブル

　
小金井市立小中学校各校での食育月間の
取組
①地場産物を使ったメニューの提供
トウキョウX・とびうお
②地場野菜を使ったメニューの提供
ルバーブ・小松菜・きゅうり・玉ねぎ・
大根・トマト・なす・じゃがいも
③季節・行事にちなんだ料理の提供
・図書コラボ給食・世界の料理・郷土料
理

今後も継続していく。

小金井市立小中学校全校での食育の日の取組
① 毎月11日は「お箸の日」
箸を使ったメニューを提供し、マナーや持ち
方等学ぶ機会を作っている。
②毎月24日は「小金井和食の日」
和食献立を提供し、和食を広めるとともに和
食について学ぶ機会を作っている
③小金井市の農家で作られている「ルバー
ブ」が旬を迎えるためルバーブを使用した献
立を取り入れた。
手作りルバーブジャム・ルバーブといちごの
ジャム・ルバーブとブルーベリーのジャム・
ルバーブマドレーヌ・ルバーブといちごのマ
ドレーヌ・ルバーブチキン・鶏のからあげル
バーブソース・ルバーブチーズケーキ・ル
バーブとクリームチーズのパリパリ揚げ・ル
バーブクランブル

　
小金井市立小中学校各校での食育月間の取組
①地場産物を使ったメニューの提供
トウキョウX・とびうお
②地場野菜を使ったメニューの提供
ルバーブ・小松菜・きゅうり・玉ねぎ・大
根・トマト・なす・人参・ねぎ・にんにく・
ほうれん草・じゃがいも
③季節・行事にちなんだ料理の提供・図書コ
ラボ給食・世界の料理 ・郷土料理

今後も継続していく。 A ○ ○A

1



令和２年度事業実績
（具体的な数値等）

令和２年度に実施した取組み　及び
令和３年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）
※1

令和３年度事業実績
（具体的な数値等）

令和３年度に実施した取組み　及び
令和４年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）※
1

No. 事業名称 事業の内容頁 番号

令和２+年度進捗状況 令和３年度進捗状況

③
（旧の
②）

担当課⑦
（旧の
⑤）

効果があったと思われる
食育の視点　※2

① ⑤
④

（旧の
③）

⑥
（旧の
④）

②
（旧の
①）食育月間（６月）及び食育の

日（毎月１９日）に因み、食
育に関するイベント等を行
い、市報・市HP・学校等で食
育の啓発活動を行う。

けやき保育園
・旬の野菜の紹介
目的　季節の野菜や果物などの実物を見
て興味を持つ
給食でも提供する（とうがん、アスパ
ラ、ズッキーニ等）
・包丁、ピーラー指導（動画）
目的　安全な包丁、ピーラーの使い方を
しる
調理することに興味を持つ　・家庭でで
きる簡単クッキング（乳・卵アレルギー
対応）　（動画）
目的　家庭で過ごす時間が長くなってい
たので、親子で簡単にできるクッキング
の紹介をする
・新メニューの開発と試作
・小金井特産のルバーブを使用したおや
つの提供、ルバーブの見る
目的　小金井市の地場野菜を知る、食材
に興味を持つ
くりのみ保育園
◎0歳クラス懇談会
・栄養士から離乳食の進め方についての
話をしました。離乳食サンプルを掲示
し、形態や食具を見てもらいました。（6
世帯）

けやき保育園
・じゃが芋掘り
目的　土に親しむ、じゃが芋に興味を持つ、
収穫する喜びを味わう
掘ってきた芋を翌日のおやつにゆでじゃがと
して提供、自分たちで収穫したじゃが芋が料
理され、食べ物に興味を持つ
・年長児に向けて包丁、ピーラー指導（動
画）
目的　わくわく会に向け、安全な包丁、ピー
ラーの使い方を知る。
調理することに興味を持つ
・新メニューの開発と試作
・豚汁クッキング
目的　お泊り会に向けて、包丁、ピーラーを
使用する
　みんなで食べる料理を自分達で作る事によ
り自信に繋げていく
　食材や調理過程に興味を持つ
・小金井特産のルバーブを使用したおやつの
提供、ルバーブを実際触ってみる実物をの見
る
目的　小金井市の地場野菜を知る、食材に興
味を持つ
・地域育児支援事業「なのはなひろば」
目的　地域の０歳児と保護者を対象に離乳食
の情報提供、栄養相談に乗る

◎季節の食材及びメニューの提供
・2種のジュース（ぶどう・りんご）を使
用して、あじさいに見立てた『あじさい
寒天』をおやつとして提供しました。
（全園児）
・おやつのケーキにその場で一人ひとり
に粉糖をかけたり、イチゴをトッピング
したりて提供しました。
◎幼児クラスクッキング
・ラップを使用し、自分で握ったおにぎ
りをおやつで食べました。
◎歯と口の健康習慣に伴うメニュー提供
とPOP掲示
・切干大根や大豆などのよく噛むことが
できる食材を使用したメニューを提供し
ました。またなぜよく噛んで食べること
が良いのかというPOPを給食サンプル付近
に掲示しました。
・その日の人気メニューのレシピを掲示
し、プリントし持ち帰れるようにしまし
た。
・七草粥の七草を由来などとともにPOPに
掲示しました。
◎園庭で育てた野菜を適宜給食に使用
・なす、ピーマン、ブロッコリーを幼児
クラスで育てて収穫し、給食室で調理
し、食べました。
・5歳児はジャガイモを4歳児の時に植
え、スイカとメロンも育て、収穫し給食
室で　調理してもらい食べました。

くりのみ保育園
◎0歳クラス懇談会
・栄養士から離乳食の進め方についての話を
しました。離乳食サンプルを掲示し、形態や
食具を見てもらいました。
◎季節の食材及びメニューの提供
・2種のジュース（ぶどう・りんご）を使用
して、あじさいに見立てた『あじさい寒天』
をおやつとして提供しました。（全園児）
・おやつのケーキにその場で一人ひとりに粉
糖をかけたり、イチゴをトッピングしたりし
て提供しました。
◎幼児クラスクッキング
掘ってきたさつま芋を使ってスウィートポテ
トを作りおやつで食べました。
◎歯と口の健康習慣に伴うメニュー提供と
POP掲示
・その日の人気メニューのレシピを掲示し、
プリントし持ち帰れるようにしました。
・七草粥の七草を由来などとともにPOPに掲
示しました。
◎園庭で育てた野菜を適宜給食に使用
・なす、ピーマン、トマト、サトイモ、ブ
ロッコリー、小松菜、カブを幼児クラスで育
てて収穫し、給食室で調理し、食べました。
・5歳児はジャガイモを4歳児の時に植え、収
穫し給食室で　調理してもらい食べました。

さくら保育園
日頃から給食食材を納品してもらってい
る業者さんの顔写真を撮り、小金井市の
地図のお店のある場所に顔写真と業者さ
んの特技などを書いたものを、園児や送
迎の保護者のも見てもらえるように、給
食室前に掲示している。防犯対策にも
なっている。（年間）
旬野菜を使った献立・・・あじさいゼ
リー・冷やし中華・アジフライ・麻婆な
す・枝豆ごはん・ズッキーニのナムル・
夏野菜カレー・焼きアスパラ・オクラの
天ぷら
　※旬の野菜は意識的に献立に入れるよ
うにしている。
地場野菜・・・小金井市はルバーブを地
場野菜としていることを幼児クラスを対
象に伝え、その日のおやつにルバーブス
コーンを提供
ジャガイモ掘り・・・例年行っている
が、新型コロナウィルスの影響により中
止
クッキング・・・例年行っているが、新
型コロナウィルスの影響により年間を通
して中止

さくら保育園
・日頃から給食食材を納品してもらっている
業者さんの顔写真を撮り、小金井市の地図の
お店のある場所に顔写真と業者さんの特技な
どを書いたものを、園児や送迎の保護者のも
見てもらえるように、給食室前に掲示してい
る。
・給食で提供したレシピを写真で紹介した
り、保護者が家庭で作ることができるように
持ち帰り用のレシピを用意した。
・旬野菜を使った献立を意識的に献立に入れ
るようにしている。
・ジャガイモ掘り（幼児クラス）・サツマイ
モ掘り（年長児）を行い、自分たちで収穫し
たものを食べる経験をした。
・年長児が野菜を育てて、収穫した野菜を給
食で食べた。
・クッキングは、幼児クラスが年齢別やクラ
ス別で行った。年長児のパン作りでは生地作
りから行い発酵の過程なども子どもたちが見
ることができた。（その他、餃子パイ・クッ
キー・ピザ）

今後も継続していく。

今後も継続していきたい。 今後も継続していく。11

○ ○ ○

○○ ○○

保育課

保育課

○ ○ ○ ○

○ ○○34 B

食育月間・食育
の日の取組

B

B
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令和２年度事業実績
（具体的な数値等）

令和２年度に実施した取組み　及び
令和３年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）
※1

令和３年度事業実績
（具体的な数値等）

令和３年度に実施した取組み　及び
令和４年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）※
1

No. 事業名称 事業の内容頁 番号

令和２+年度進捗状況 令和３年度進捗状況

③
（旧の
②）

担当課⑦
（旧の
⑤）

効果があったと思われる
食育の視点　※2

① ⑤
④

（旧の
③）

⑥
（旧の
④）

②
（旧の
①）わかたけ保育園

　○季節の食材を使った給食の提供
○子どもたちの前で料理の最後の仕上げ
をする。
（サラダの味付けをする、ジャムサンド
を作る、ゼリーの切り分け、大きな天板
で焼いたケーキを切り分ける）
　○行事食の提供
　（七夕：星の子スープ、1月7日：七草
がゆ、節分：煎り大豆とじゃこのごは
ん・めざしのから揚げなど）
　○味付けやふりかけの味を選んで食べ
る、選べるランチ
　○子どもたちの喜ぶ模りをしたカレー
ライス（星形、クマ型など）
○魚の解体教室をし命を頂くことに触れ
る
○野菜を育てる、収穫した野菜を給食で
食べる

わかたけ保育園
○季節の食材を使った給食の提供
○子どもたちの前で料理の最後の仕上げをす
る。（お好み焼きのトッピングをする、ハン
バーガーのソースを選んでもらいその場でぬ
るなど）
〇5歳児に向けて包丁・ピーラー指導
〇5歳児クッキング（マヨネーズトースト、
きりたんぽ汁、豚汁、カレーライス）
〇4歳児クッキング（ピザトースト、きりた
んぽ汁）
○行事食の提供
（七夕：星の子スープ、1月7日：七草がゆ、
節分：大豆とじゃこのごはん・めざしのから
揚げなど）
○子どもたちの喜ぶ模りをしたカレーライス
（星形、クマ型など）
○魚の解体教室をし命を頂くことに触れる
○野菜を育てる、収穫した野菜を給食で食べ
る

今後も継続していく。

小金井保育園
・近所の畑にてじゃが芋堀り体験をしま
した（幼児）
・スイカ・メロンをくり抜き、おやつの
フルーツポンチのボウルとして提供しま
した。

小金井保育園
・近隣の畑にてじゃが芋堀り体験をしました
（幼児）
・スイカ・メロンをくり抜き、おやつのフ
ルーツポンチのボウルとして提供しました。
・幼児クラスの子どもたちで豚汁づくりをし
て、食べました。(年齢に応じて、食材ちぎ
り・皮むき・包丁を用いて食材切り)

2 34 2
小金井らしい食
生活の推進

乳幼児から高齢者までを対象
にした講座の開催等を通じ
て、野菜を中心とした栄養バ
ランスの良い食生活を推進す
る。

離乳食教室（137名）、栄養講習会（17
人）、フォローアップ教室（29人）等で
バランスのよい食生活の啓発を行った。
多くの事業自体の中止、調理や飲食の禁
止、定員の変更（およそ半数）等で集客
も難しい状況だった。

離乳食教室は必要性が高いため、今後も
継続、栄養講習会は飲食が可能になるま
では、調理実習抜きの講義とデモンスト
レーション等で継続。フォローアップ教
室の栄養関係も同様。

C

離乳食教室（348名）、栄養講習会（39
人）、フォローアップ教室（33人）等でバラ
ンスのよい食生活の啓発を行った。一部事業
の中止及び昨年に引き続き定員の変更（およ
そ半数）、試食なしで講義とデモンストレー
ション、見本で実施。参加者が増えてきた。

離乳食教室は必要性が高いため、今後も
継続、栄養講習会は飲食が可能になるま
では、調理実習抜きの講義とデモンスト
レーション等で継続。味以外の部分は現
在の方法でもアンケート結果などから伝
わっていると思われる。フォローアップ
教室の栄養のみの日も昨年は中止だった
が、他の講習会同様で実施したい。

B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康課

○ ○ ○ 保育課○ ○ ○ ○

今後も継続していきたい。1 34 1
食育月間・食育

の日の取組

食育月間（６月）及び食育の
日（毎月１９日）に因み、食
育に関するイベント等を行

い、市報・市HP・学校等で食
育の啓発活動を行う。

B

3



令和２年度事業実績
（具体的な数値等）

令和２年度に実施した取組み　及び
令和３年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）
※1

令和３年度事業実績
（具体的な数値等）

令和３年度に実施した取組み　及び
令和４年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）※
1

No. 事業名称 事業の内容頁 番号

令和２+年度進捗状況 令和３年度進捗状況

③
（旧の
②）

担当課⑦
（旧の
⑤）

効果があったと思われる
食育の視点　※2

① ⑤
④

（旧の
③）

⑥
（旧の
④）

②
（旧の
①）令和2年度から、農・商工業・観光一体と

なったイベント「こがねい産業まつり」
を開催予定であったが、新型コロナウイ
ルス感染症感染拡大防止のため規模を縮
小し、物販のみのイベントを開催した。
農産物の出品や絵画コンクール、カレン
ダーの作成は実施しなかった。

■農業祭
　令和3年度以降、既存の農業祭の会場に
駅前再開発によりできたスペースを加え
たエリアを活用し、商工会や観光まちお
こし協会と連携して農・商工業・観光一
体となったイベントの開催を検討してい
る。引き続き、新型コロナウイルス感染
症の状況を踏まえながら、開催方法を検
討していく。
■農業絵画コンクール・食育カレンダー
　令和3年度は、実施することが決定して
いるが、引き続き、新型コロナウイルス
感染症の状況を踏まえながら、実施方法
を検討していく。

C

令和2年度から、農・商工業・観光一体と
なったイベント「こがねい産業まつり」を開
催予定であったが、新型コロナウイルス感染
症感染拡大防止のため規模を縮小し、物販の
イベント及び絵画コンクール、カレンダーの
作成を実施した。

■農業絵画コンクール
　出点数：220点（令和元年度224点）
　入賞数：32点
　表彰式：令和3年12月4日
■食育カレンダーの作成
　作成数：900部
　配布先：入賞者、市内公立小学校等
　　　　　経済課窓口他

■農業祭
　既存の農業祭の会場に駅前再開発によ
りできたスペースを加えたエリアを活用
し、商工会や観光まちおこし協会と連携
して農・商業・観光一体となったイベン
トの開催を検討している。引き続き、新
型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ
ながら、開催方法を検討していく。
■農業絵画コンクール・食育カレンダー
　令和4年度も実施することが決定してい
るが、引き続き、新型コロナウイルス感
染症の状況を踏まえながら、実施方法を
検討していく。

C ○ 経済課

農業祭は中止。 農業祭が再開されれば継続したい。 D 農業祭は中止。 農業祭が再開されれば継続したい。 D ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康課

3
農業祭等での啓

発活動
3 34

農業祭等で食育に関するブー
スを作る等、啓発活動を行

う。
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（具体的な数値等）

令和２年度に実施した取組み　及び
令和３年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）
※1

令和３年度事業実績
（具体的な数値等）

令和３年度に実施した取組み　及び
令和４年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）※
1

No. 事業名称 事業の内容頁 番号

令和２+年度進捗状況 令和３年度進捗状況

③
（旧の
②）

担当課⑦
（旧の
⑤）

効果があったと思われる
食育の視点　※2

① ⑤
④

（旧の
③）

⑥
（旧の
④）

②
（旧の
①）

4 4
資源循環（エコ
ベジタブル）教
室の推進

土作り、種まき、野菜の収
穫、野菜くずを出さない環境
に配慮した料理教室の一連の
流れを実際に体験し、循環型
社会について学ぶ。

新型コロナウイルスの影響により中止。
ごみを出さないエコクッキングは講座と
調理方法の動画を作成し、小金井市公式
YouTubeに掲載した。

初めての試みとして、エコクッキングの
動画を作成し、YouTubeに掲載した。今ま
では参加者のみ学べるものであったが、
YouTubeに掲載することにより、広く周知
することができた。令和3年度以降は新型
コロナウイルスの感染状況を鑑みながら
事業の実施をしていきたい。

B

1回目収穫体験・土づくり、2回目苗植え・種
まき、3回目収穫・ハーブの寄せ植え
1回目8/21　 参加者7名
2回目9/5　 参加者8名
3回目11/28   参加者9名

新型コロナウイルス感染症予防の観点か
ら、エコクッキングは実施しなかったも
のの、代替として料理用ハーブの寄せ植
えを実施した。
今後も感染予防を行いつつ事業を充実さ
せる方策を検討していく。

B ○ ○ ○ ごみ対策課

5 5
夏休み生ごみ投
入リサイクル事
業

夏休み期間中、家庭から出た
生ごみを小中学校に設置され
たごみ処理機に投入すること
ができる。希望者にはリサイ
クル堆肥を配布する。

新型コロナウイルスの影響により中止。
代わりにボランティアの自主事業である
土曜生ごみ投入を夏休み期間も引き続き
おこなっていただいた。

平成13年から行っている事業であるが、
ボランティアの高齢化等により事業全体
が縮小傾向にある。今後、運営方法や事
業規模について関係者等と調整する必要
がある。

D
実施校　6校
（１小、前原小、緑小、南小、１中、２中）

令和2年度は新型コロナウイルス感染症の
影響で実施することができなかったが、
令和3年度は感染予防に努めつつ実施する
ことができた。
ボランティアの高齢化等により事業全体
が縮小傾向にある。今後、運営方法や事
業規模について関係者等と調整する必要
がある。

B ○ ごみ対策課

6 6
食品リサイクル
堆肥

市立小中学校・保育園、障が
い者センター、集合住宅に設
置した大型生ごみ処理機及び
各家庭で使用している生ごみ
処理機から生成される生ごみ
乾燥物を回収し、食品リサイ
クル堆肥を製造、市民及び市
内農家等へ配布する。

■市民向けに収穫体験を実施（全3回。参
加者：①5人②24人③17人、計46人）。
※6回の予定だったが、3回雨天等のため
中止。

■公務員宿舎に設置された生ごみ処理機
利用者、家庭用生ごみ処理機から出る生
ごみ乾燥物の戸別回収を実施している世
帯及び土曜生ごみ投入参加者を対象に収
穫体験を実施（全4回。参加者：①4人②5
人③5人④3人、計17人）。

市民向けの収穫体験では、当事業を知ら
ない方が多く、資源循環の説明を併せて
することで、ごみの減量及び資源循環の
理解が深まった。
生ごみ処理機を利用されている方向けの
収穫体験では、普段からごみ減量への意
識が高く、堆肥の使い方の質問も多かっ
た。
昨年度まで行っていた保育園児向けの講
座は新型コロナウイルスの影響により中
止。令和3年度は感染状況を鑑みながら事
業の実施をしていきたい。

B

市施設、市民、戸別・拠点、集合住宅の投入
量合計（生ごみ換算）　231,245kg

市民・農家への堆肥配布（随時）及び資源循
環事業での使用（収穫体験計8回、資源循環
教室：全3回）

令和2年度まで行っていた保育園児向けの
講座は新型コロナウイルス感染症の影響
により中止。令和4年度は感染状況を鑑み
ながら事業の実施をしていきたい。

B ○ ごみ対策課

7 7 フードドライブ

家庭で余っている食品を拠点
回収し、ＮＰＯ団体及び社会
福祉協議会を通じ、福祉施設
等に届けるとともに、食品ロ
スを削減する。

実施回数：11回
参加人数：延べ137人
食品回収量：487キロ

毎月第２水曜日の午後２時～３時半の
間、社会福祉協議会敷地内でフードドラ
イブを実施した。回収した食品は生活困
窮者世帯や子ども食堂などに届けられる
よう社会福祉協議会に引き渡し、市内循
環を図っている。今後も利用者拡大を目
指し周知啓発に努め継続実施していく。

B
実施回数：12回
参加人数：延べ221人
食品回収量：865.4キロ

回収した食品は生活困窮者世帯や子ども
食堂などに届けられるよう社会福祉協議
会に引き渡し、市内循環を図っている。
今後も利用者拡大を目指し周知啓発に努
め継続実施していく。

B ○ ごみ対策課

8 8
食品ロス削減推
進協力店・事業
所認定制度

食品ロスと食べ残しの削減に
積極的に取り組んでいる飲食
店等を食品ロス削減推進協力
店（または協力事業所）とし
て認定し、市民に制度につい
て周知することで、食品ロス
削減の重要性についての理解
と関心を深め、市民・事業
者・行政が連携協力をして食
品ロスの削減に向けた取組を
促進する。

認定店12件

飲食店は新型コロナウイルス感染症の影
響を大きく受けており、営業日・営業時
間等の変更が余儀なくされているが、そ
の中にも関わらず、申出をいただき認定
することができた。今後は、認定店（認
定事業所）数の増加と、市民へのより効
果的な周知方法について検討し、食品ロ
スの削減に寄与していく。

A 認定店14件
認定店（認定事業所）数の増加と、市民
へのより効果的な周知方法について検討
し、食品ロスの削減に寄与していく。

B ○ ごみ対策課

9 9
食品ロス削減月
間の取組

食品ロス削減月間（１０月）
に、日常生活の中で無理なく
実践できる食品ロスの削減に
向けた取組の一つとして「す
ぐに食べる物を購入する場合
は、手前に置いてあるもの
（期限が近い物）から取る」
ことを消費者である市民に促
したり、ポスターの掲示など
を行い、食品ロスを削減する
と同時に食品ロスは身近で発
生しているということを意識
づけ、食資源を大切にするこ
とを啓発する。

市内セブンイレブン全店への手前どりＰＯＰ
の掲出

今後は、セブンイレブンや協力店以外の
店舗にも食資源を大切にするための啓発
に協力いただけるよう広めていきたい。

A ○ ごみ対策課

34
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10 35 1
食 育 市 民 ア ン
ケート調査

市民の食育の実態を把握する
ため、本計画終了前年度にア
ンケート調査を実施する。

令和2年10月末に無作為抽出の市民2000人
に対し発送。小中学生については、令和2
年11月～12月に小中2校ずつ小学校4年生
と中学1.2年生に行った。

令和３年度には市民アンケートの調査結
果をもって第4次食育推進計画の策定を行
う予定である。

A
市民アンケート調査は策定の前年に行うた
め、実施なし

次回アンケートは令和4年度に実施する予
定。近くなったらアンケート項目などを
指標と合わせていきたい。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康課

11 35 2
食育ホームペー
ジ

市民ボランティアによる編集
委員会を開催し、地域の食育
及び食生活に関する情報を幅
広く提供する。

市 内 小 中 学 校 と の 相 互 リ ン ク 済 数
小学校8校　中学校4校

食育ホームページ編集委員会と協力し、
市内の食育活動を中心に情報提供を継続
して行う。

B

市内小中学校との相互リンク済数
小学校8校　中学校4校
またレシピの追加や「おうちで作ってみよ
う」を掲載。健康課では、新規の記事をでき
る範囲でツイッターに掲載。　　　さらに多
くの市民の方に周知するため、健康課窓口及
び各事業、成人式で食育ＨＰのちらしを配布
した。　　　　　　　　　　　　会議はコロ
ナ禍の中では、ほぼwebで行われた。

食育ホームページ編集委員会と協力し、
市内の食育活動を中心に情報提供を継続
して行う。またHPの広報チラシの配布先
は、健康課事業や窓口のみでは、限られ
るため、令和4年度当初には、公民館５館
及び経済課窓口、小金井市まちづくり観
光協会（窓口、駅等）においていただく
予定である。また、編集委員が減ったた
め、新規に委員を募集する予定である。

A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康課

12 35 3
食育ホームペー
ジ

関係各課の食育に関する事業
を紹介する。

市報に掲載する食育事業や、各児童館の
食育イベントを紹介した。またレシピの
追加や「おうちで作ってみよう」を掲
載。

市報の情報だけでなく、食育ホームペー
ジ編集委員が毎月編集会議を行ってい
る。昨年度の途中からWEBで行っている。

A
市報に掲載する食育事業や、各児童館の食育
イベントを紹介した。

今後も市報や市ホームページと同様に事
業の掲載を継続したい。

A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康課

■庭先直売所マップ
　市報7月1日号に掲載
　食育ＨＰに地図のみ掲載
　経済課窓口にて設置・配布
　わたしの便利帳に掲載

市報等で庭先直売所を掲載し、広く市民
への周知に努めた。令和3年度は、長年の
課題であった庭先直売所マップ（冊子）
の更新を行う。市報等では掲載できな
かった販売している農産物の情報等も掲
載していく。
令和3年度以降についても、庭先販売所の
情報収集しながら、更新性を高めてい
く。

B

■庭先直売所マップ
庭先直売所マップ作成・配布・ホーム

ページ掲載
　作成数：6,000部
　配布先：生産者、ＪＡ、経済課窓口他
　
　市報6月1日号に掲載
　食育ＨＰに地図のみ掲載
　経済課窓口にて設置・配布
　わたしの便利帳に掲載

約10年ぶりに庭先直売所マップ（冊子）
を更新し、市報等では掲載できなかった
販売している農産物の情報等も掲載し
た。。経済課窓口の他、市内各施設等に
設置。その他、市報等で庭先直売所を掲
載し、広く市民への周知に努めた。
令和4年度以降についても、庭先販売所の
情報を収集しながら、更新性を高めてい
く。

A ○ 経済課

季節に応じて収穫できる野菜の紹介やそ
の野菜を使用したレシピの紹介の追加や
写真の撮り直しなどを行った。

関係機関と連携を図りながら、充実した
情報提供の場となるよう継続して実施す
る。

A

季節に応じて収穫できる野菜の紹介やその野
菜を使用したレシピの記事を追加した。ま
た、経済課の庭先販売所マップや昨年は中止
だった農業カレンダーの編集にも協力した。

関係機関と連携を図りながら、充実した
情報提供の場となるよう継続して実施す
る。

A ○ ○ ○ 健康課

地場野菜等の情
報提供

地場野菜等の種類・発売時
期・発売場所等の情報を食育
ホームページ等で提供する。

13 35 4

“Koganei-Style”の地域展開　  　②情報の整備

6



令和２年度事業実績
（具体的な数値等）

令和２年度に実施した取組み　及び
令和３年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）
※1

令和３年度事業実績
（具体的な数値等）

令和３年度に実施した取組み　及び
令和４年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）※
1

No. 事業名称 事業の内容頁 番号

令和２+年度進捗状況 令和３年度進捗状況

③
（旧の
②）

担当課⑦
（旧の
⑤）

効果があったと思われる
食育の視点　※2

① ⑤
④

（旧の
③）

⑥
（旧の
④）

②
（旧の
①）① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

14 35 1
食育ホームペー
ジの活用

各種食育活動や食育コーディ
ネーター実績の紹介等、情報
発信を行う。

小金井市食育ホームページ内で地域の食
育活動や野菜のレシピの紹介等、食に関
する情報を掲載している。新着記事を健
康課のツイッターで紹介した。またHPの
紹介のちらしを成人式でも配布した。

多くの方に、小金井市食育ホームページ
を認知してもらえる様、チラシも工夫し
て事業等で周知していくとともに、さま
ざまな視点で「食」について伝えられる
よう、引き続き充実を図る。

A
小金井市食育ホームページ内で地域の食育活
動や野菜のレシピの紹介等、食に関する情報
を掲載している。

多くの方に、小金井市食育ホームページ
を認知してもらえる様、チラシも工夫し
て事業等で周知していくとともに、さま
ざまな視点で「食」について伝えられる
よう、引き続き充実を図る。

A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康課

15 35 2
食育関連の人材
の活用

市内の食育関連の人材を活用
して市民協働による食育の推
進を行い、関係機関の連携を
図る。

令和2年度は新しい食育ちらしの編集を
行った。

今後も、市民ボランティアの方々と協働
して食育推進を図れるよう引き続き努め
ていく。

A
庭先販売マップや農業カレンダーの記事につ
いて協力をいただいた。

今後も、市民ボランティアの方々と協働
して食育推進を図れるよう引き続き努め
ていく。また令和4年には、新しい市民ボ
ランティアを募集する予定である。

A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康課

16 35 3
親子農業体験の
促進

生産体験の機会促進に向け、
農業経営者クラブが実施する
「親子農業体験」の周知を図
る。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止
のため実施せず。

令和3年度は、親子で農業に親しんでいた
だける機会を提供できるよう、新型コロ
ナウイルス感染症の状況を踏まえなが
ら、開催方法を検討し実施する。

D

■親子収穫体験（ダイコンの収穫体験）
　対　象：親子
　参加数：20組（60人）参加
　圃　場：東町の畑

令和3年度は新型コロナ感染拡大防止の観
点から収穫のみとなったため、令和4年度
は、収穫した農産物の試食も含めて、親
子で農業に親しんでいただける機会を提
供できるよう、新型コロナウイルス感染
症の状況を踏まえながら、開催方法を検
討し実施する。

B ○ 経済課

17 35 4
学童収穫体験の
促進

生産体験の機会促進に向け、
農業振興連合会が実施する
「学童収穫体験」への支援を
行う。

　ジャガイモ等の学童収穫体験
　対　象：市内公立小学校9校
　　　　　もくせい教室
　期　間：令和2年6月から10月まで
　参加数：1,690人
新型コロナウイルス感染症感染拡大防止
等のため、例年実施している収穫体験を
中止とした学校が一部あったが、中止と
なった学校へは、児童数分の収穫品を届
けることで、地場産野菜を味わい、身近
な農への関心を高める機会とした。

中止した学校以外の実施については、新
型コロナウイルス感染症感染拡大防止の
ため、極力生徒が密集しないよう学年・
クラスを分散させる方法や生徒同士の間
隔を開ける等の対応により実施した。そ
の為、通常より時間を要し、農家による
説明も複数回に渡る等、協力農家への負
担が増大した。
協力農家への負担も考慮し、引き続き、
新型コロナウイルス感染症の状況を踏ま
えながら、継続して実施する。

B

　ジャガイモ等の学童収穫体験
　対　象：市内公立小学校9校
　　　　　もくせい教室
　期　間：令和4年6月から10月まで
　参加数：1,763人
新型コロナウイルス感染症感染拡大防止等及
び雨天により例年実施している収穫体験を中
止とした学校が一部あったが、中止となった
学校へは、児童数分の収穫品を届けること
で、地場産野菜を味わい、身近な農への関心
を高める機会とした。

中止した学校以外の実施については、新
型コロナウイルス感染症感染拡大防止の
ため、極力生徒が密集しないよう学年・
クラスを分散させる方法や生徒同士の間
隔を開ける等の対応により実施した。そ
の為、通常より時間を要し、農家による
説明も複数回に渡る等、協力農家への負
担が増大した。
協力農家への負担も考慮し、引き続き、
新型コロナウイルス感染症の状況を踏ま
えながら、継続して実施する。

B ○ 経済課

■庭先直売所マップ
　市報や食育ＨＰ等でＰＲを実施
■JAファーマーズ・マーケットの後援

春の園芸市や年末年始の地場産農産物
の販売に係るイベントを後援した。
■学校給食

地場産農産物の積極的導入を図るた
め、学務課、健康課、経済課、栄養士、
JA、生産者の会議を1回、目合わせ会を1
回実施した。

学校給食への地場産野菜の積極的な導入
を図るため給食会議を1回、目合わせ会を
1回実施した。前年度も野菜の規格につい
ての認識のズレからのトラブルが発生し
ていたが、令和2年度も野菜の品質の良く
ないものが納品されるトラブルが発生し
ていることから、目合わせ会等共通の認
識がもてるような機会を開催し、より多
くの地場産農産物を導入していけるよう
課題の整理・解決に取り組んでいく。

B

■庭先直売所マップ
　市報や食育ＨＰ等でＰＲを実施
　庭先直売所マップ作成・配布
■JAファーマーズ・マーケットの後援

春の園芸市や年末年始の地場産農産物の販
売に係るイベントを後援した。
■学校給食

地場産農産物の積極的導入を図るため、学
務課、経済課、栄養士、JAで給食用野菜の生
産農家圃場の見学会を実施した。

野菜の規格についての認識のズレからの
トラブルが発生していたが、令和3年度も
野菜の品質の良くないものが納品される
トラブルが発生していることから、目合
わせ会等共通の認識がもてるような機会
を開催し、より多くの地場産農産物を導
入していけるよう課題の整理・解決に取
り組んでいく。

B ○ 経済課

歯と口の健康イベントは配布なし。農業
祭は中止。

それぞれのイベント等がいつもどおり再
開されれば継続したい。

D

歯と口の健康イベントは配布なし。農業祭は
中止。健康課栄養事業内でのみちらしを配布
した。また、夏休みの栄養講習会（学務課と
の合同事業）で地場野菜について講義でふれ
た。

令和３年度末に完成した庭先販売マップ
については、令和４年度当初に健康課で
関係機関に第４次食育推進計画を配布す
るときに一緒に配布する予定である。

C ○ ○ ○ ○ 健康課

19 36 6 料理講習会

地産地消を推進するため、農
業経営者クラブと連携し、地
場産野菜を利用した料理教室
を実施する。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止
のため実施せず。

新型コロナウイルスの感染状況を踏ま
え、安全で安心できる食生活の実現に向
け、新鮮で安全な地元野菜を市民に周知
できるようJA女性部と実施内容、開催方
法を検討する。

D
新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のた
め実施せず。

新型コロナウイルスの感染状況を踏ま
え、安全で安心できる食生活の実現に向
け、新鮮で安全な地元野菜を市民に周知
できるようJA女性部と実施内容、開催方
法を検討する。

D ○ 経済課

18 5
地場野菜等の販

売推進

新鮮で安全な地場野菜等の販
売促進を目指して、庭先直売
所の周知や、生産者、JA,事
業者等の連携を推進する。

35

“Koganei-Style”の地域展開　　　　　　　③各種団体等の食育推進に対する促進策
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令和２年度事業実績
（具体的な数値等）

令和２年度に実施した取組み　及び
令和３年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）
※1

令和３年度事業実績
（具体的な数値等）

令和３年度に実施した取組み　及び
令和４年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）※
1

No. 事業名称 事業の内容頁 番号

令和２+年度進捗状況 令和３年度進捗状況

③
（旧の
②）

担当課⑦
（旧の
⑤）

効果があったと思われる
食育の視点　※2

① ⑤
④

（旧の
③）

⑥
（旧の
④）

②
（旧の
①）

20 36 7
新たな特産物の
普及促進

JAなどと連携し、ルバーブな
ど新たに特産化の可能性があ
る農産物の情報を生産者へ提
供する。

■地場産野菜を使用した料理教室
　新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止のため実施せず。

■学校給食
　令和２年度は新型コロナウイルス感染
拡大防止から学校給食を中止していた期
間もあり、ルバーブパンを給食で提供で
きなかったが、ルバーブジャムをはじ
め、マドレーヌ、蒸しパン、から揚げの
ソースなどルバーブ普及の取組みについ
てJAや生産者に情報提供を行った。

ルバーブの取組みについては進められて
いるが、ルバーブ以外の特産化の取組み
はできていない。

B

■地場産野菜を使用した料理教室
　新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の
ため実施せず。

■学校給食
　ルバーブパンを年に1回、市内公立小中学
校全校で提供。その他各小・中学校でルバー
ブジャム・ルバーブチキン・ルバーブクラン
ブル・ルバーブチーズケーキ・ルバーブとい
ちごのマドレーヌ
ルバーブマドレーヌ・ルバーブとクリーム
チーズのパリパリ揚げ・鶏のから揚げルバー
ブソース・ルバーブといちごのジャム
などを提供。

ルバーブの取組みについては進められて
いるが、ルバーブ以外の特産化の取組み
はできていない。

B ○ 経済課

21 36 8
生産者との交流
促進

生産者との交流や生産体験の
機会として、農地等の見学会
を行う。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止
のため実施せず。

令和3年度以降は、新型コロナウイルス感
染症の状況を踏まえながら、生産者との
交流や生産体験機会を通して身近な農業
の大切さを感じていただける取組を継続
していく。

D
新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のた
め実施せず。

令和3年度以降は、新型コロナウイルス感
染症の状況を踏まえながら、生産者との
交流や生産体験機会を通して身近な農業
の大切さを感じていただける取組を継続
していく。

D ○ 経済課

22 36 9 野菜収穫体験
食品リサイクル堆肥を使って
育てた野菜の収穫体験を行
う。

■市民向けに収穫体験を実施（全3回。参
加者：①5人②24人③17人、計46人）。
※6回の予定だったが、3回雨天等のため
中止。

■公務員宿舎に設置された生ごみ処理機
利用者、家庭用生ごみ処理機から出る生
ごみ乾燥物の戸別回収を実施している世
帯及び土曜生ごみ投入参加者を対象に収
穫体験を実施（全4回。参加者：①4人②5
人③5人④3人、計17人）。

市民向けの収穫体験では、当事業を知ら
ない方が多く、資源循環の説明を併せて
することで、ごみの減量及び資源循環の
理解が深まった。
生ごみ処理機を利用されている方向けの
収穫体験では、普段からごみ減量への意
識が高く、堆肥の使い方の質問も多かっ
た。
昨年度まで行っていた保育園児向けの講
座は新型コロナウイルスの影響により中
止。令和3年度は感染状況を鑑みながら事
業の実施をしていきたい。

B

■市民向けに収穫体験を実施
全4回（参加者：①15名②9名③8名④16名）

■公務員宿舎に設置された生ごみ処理機利用
者、家庭用生ごみ処理機から出る生ごみ乾燥
物の戸別回収を実施している世帯及び土曜生
ごみ投入参加者を対象に収穫体験を実施
全4回（参加者：①3名②3名③3名④4名）

新型コロナウイルス感染症の感染状況を
鑑みながら事業の実施をしていきたい。

B ○ ごみ対策課

23 36 10 保育園出張講座

公立保育園の園児を対象に資
源循環の紙芝居と食品リサイ
クル堆肥を使ったプランター
野菜の収穫体験を行う。

新型コロナウイルス感染症の影響により中
止。
代替として、公立保育園向けに紙芝居を作製
した。

新型コロナウイルス感染症の感染状況を
鑑みながら事業の実施をしていきたい。

B ○ ごみ対策課
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令和２年度事業実績
（具体的な数値等）

令和２年度に実施した取組み　及び
令和３年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）
※1

令和３年度事業実績
（具体的な数値等）

令和３年度に実施した取組み　及び
令和４年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）※
1

No. 事業名称 事業の内容頁 番号

令和２+年度進捗状況 令和３年度進捗状況

③
（旧の
②）

担当課⑦
（旧の
⑤）

効果があったと思われる
食育の視点　※2

① ⑤
④

（旧の
③）

⑥
（旧の
④）

②
（旧の
①）① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

24 37 1
マタニティクッ
キング

妊婦とそのパートナー等に妊
娠期における栄養の摂り方等
の講義・実習・試食を行う。

実施回数：なし（全て中止）

緊急事態宣言外も学ぶ場としてだけでな
く、いろいろな情報を共有できる場とし
て需要があると見込まれるので調理実習
ができなくても継続していきたい。

D
実施回数：2回6人
（平日2回、土曜日2回だったが、予防接種事
業のため、平日2回となった。）

産休に入るまで勤めている方が多いた
め、令和4年度は、両親学級と重ならない
ようにしてすべて土曜日で対応したい。
また、両親学級の参加で家族2人で参加す
る方を望む方が多いことから1家庭2名ま
でとしたい。

C ○ ○ ○ ○ 健康課

25 37 2 両親学級
妊婦とそのパートナー等に各
種講義を行う中で栄養講義を
行う。

実施回数：7回（平日2回土曜日5回）
参加者数：妊婦105人、パートナー93人

プログラム内容や定員を減らしての実施
のため、パートナーの実習はなくなり、
講義のみとなった。令和3年度から妊産婦
の食事指針の中で体重の増加量が変わっ
たので食事の大切さを伝えるためにも継
続出来たらと思う。

C

実施回数：4回（平日、土曜日のプログラム
に栄養は入らないため。）
参加者数：妊婦44人、パートナー8人（実習
中の密を避けるため、各家庭1名）

令和4年度より、平日と土曜日のプログラ
ムが同じになることになり、土曜日に栄
養の講義ができることになったので受講
者の増員が見込まれる。

B ○ ○ ○ ○ 健康課

26 37 3 離乳食教室

生後４～５、６～７、８～１
１か月児と対象を分け、それ
ぞれの保護者を対象に離乳食
の講義、試食を行う。ただ
し、４～５か月については、
集団健診内で行うこともあ
る。

離乳食教室（2回食）
実施回数：7回　参加者数：46人
離乳食教室（3回食）
実施回数：7回　参加者数：91人

プログラム内容（試食なし、時短）や定
員を減らしての実施だが、感想には、話
を聞けてよかったが多く、また電話等で
の問合せも多いことから今後も継続すべ
き事業。

C

離乳食教室（１回食）
実施回数：24回（同日に2回）
参加者数190人
離乳食教室（2回食）
実施回数：12回　参加者数：83人
離乳食教室（3回食）
実施回数：12回　参加者数：75人

2年間どの教室も定員を9人にしてきた
が、1～2人のキャンセル待ちが多いので
他の講習会と同様１０人とする。
また新たに1回食の教室（1回10人×2回/
日）を開催

B ○ ○ ○ 健康課

27 37 4
乳幼児食育メー
ル

健康ナビ登録者から希望者に
対し、メールにて食育等の情
報提供を行う。

配信回数：毎月１回配信
登録者数（配信可能数）：1212人
0～1歳561人、2～3歳468人、
4～5歳183人

メールの中で健康課事業の栄養以外の事
業案内も掲載するようにしているが、今
後も登録者に限られたスペースで多くの
情報の提供ができるよう、継続していき
たい。

B

配信回数：毎月１回配信
登録者数（配信可能数）：2189人
0～1歳783人、2～3歳859人、
4～5歳547人

今後も限られたスペースで多くの情報の
提供ができるよう、継続していきたい。

B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康課

28 37 5
こどもクッキン
グ

未就学児とその保護者を対象
に、調理・試食を含む栄養教
室を行う。

実施回数：１回
参加者数：大人１

緊急事態宣言のため中止で1回のみ食事相
談に振り替えた。飲食ができない想定で
は、作って食べるという一連の流れは難
しく、デモと講義など内容を変更せざる
を得ない。

D
実施回数：3回
参加者数：26人（親子13組）

2～3歳と3～5歳という枠で募集してい
る。試食がなくとも調理体験などで参加
者が楽しめるよう工夫していきたい。

C ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康課

29 37 6

乳幼児保健相談
（のびのび広場
相談）

乳幼児を対象に、地域セン
ター等で計測を行い、希望者
に保健師・管理栄養士等が相
談を行う。

実施回数：40回
実施者数：196人
実施場所：貫井南センター、東セン
ター、婦人会館、前原暫定、丸山台集会
施設、上水会館、保健センター

緊急事態宣言中は、中止。実施は全て予
約制で人数制限

C

実施回数：29回
実施者数：164人
実施場所：貫井南センター、東センター、婦
人会館、保健センター

令和4年度より丸山台集会施設、上水会館
の２か所が追加となるのでより多くの方
に対応可能となる予定。

B ○ ○ ○ ○ 健康課

30 37 7 栄養個別相談
管理栄養士によるアレルギー
食や子どもの食事相談を行
う。

実施回数：12回
実施者数：15人
実施場所：保健センター

必ずしも年間予定の日ばかりではなかっ
たが、不在以外は対応している。他に電
話対応は、98件あった。

B
実施回数：10回
実施者数：22人
実施場所：保健センター

必ずしも年間予定の日ばかりではなかっ
たが、不在以外は対応している。他に電
話対応は、115件あった。

B ○ ○ ○ ○ 健康課

31 37 8 エンジェル教室

５か月児とその保護者を対象
とした育児知識等の各種講習
の中で、離乳食の講義・試食
を行う。

実施回数9回（2日間コースの内1日）
参加者数（延数）大人102人、子ども101
人
※コロナウイルス感染症予防対策のた
め、３回（4～6月）は中止
子どもの口の発達に見合った離乳食の形
状や食べさせ方を知ることにより、負担
なく離乳食を進められることをめざす。

新型コロナウイルス感染症対策のため、
試食は実施しなかった。試食メニューの
写真を見てもらいながら作り方や進め方
など詳しく説明した。コロナ禍で相談す
る機会が少ないとの声に応え、質疑応答
をより充実するようにした。
周知方法として3～4か月健診時にひろば
職員が事業紹介することは難しく、今後
は、ホームページに加え健康ナビ等SNSの
活用を予定している。

B

実施回数24回（2日間コース）
参加者数（延数）大人131人、子ども121人
子どもの口の発達に見合った離乳食の形状や
食べさせ方を知ることにより、負担なく離乳
食を進められることをめざす。

栄養士に質問できる時間をつくり、母親
の不安感の軽減につながったと思われ
る。試食の中止（コロナウイルス感染症
予防対策のため）が続く中で、すりつぶ
し体験や食に対する情報提供を行うこと
で、離乳食づくりの負担軽減につなげ
る。

B ○ ○

子育て支援
課
（子ども家
庭支援セン
ター）

生涯にわたる食育推進  　①乳幼児と保護者の食育推進 　ア保健センター
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令和２年度事業実績
（具体的な数値等）

令和２年度に実施した取組み　及び
令和３年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）
※1

令和３年度事業実績
（具体的な数値等）

令和３年度に実施した取組み　及び
令和４年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）※
1

No. 事業名称 事業の内容頁 番号

令和２+年度進捗状況 令和３年度進捗状況

③
（旧の
②）

担当課⑦
（旧の
⑤）

効果があったと思われる
食育の視点　※2

① ⑤
④

（旧の
③）

⑥
（旧の
④）

②
（旧の
①）① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

32 38 1
年間食育計画を
もとにした食育

食育計画や年間行事計画を作
成し、子どもの発達に応じた
食育事業を実施する。

食育計画や年間行事計画を作成し、子ど
もの発達に応じた食育事業を実施する。

今後も継続して取り組んでいく。 B

年間を通して子どもたちと食を共にすること
から一食一食を大切にすることはもちろんの
こと、年間の計画を作成し、体系的に食育事
業を実施した。

今後も継続して取り組んでいく。 B ○ ○ ○ 保育課

33 38 2 収穫体験
農業体験として園児が収穫し
たイモを、調理して食べる。

農家の方の協力による芋ほりや園庭で育
てた野菜等を子どもが収穫体験し、それ
らの食材を給食で使用した（公立全５園
各5回以上開催）。
収穫から体験することで、生産者への感
謝や食に対する興味の向上が図れた。

今後も継続して取り組んでいく。 B

農家の方の協力による芋ほりや園庭で育てた
野菜等を子どもが収穫体験し、それらの食材
を給食及びクッキング保育で使用した（公立
全5園各5回以上開催）。
収穫から体験することで、生産者への感謝や
食に対する興味の向上が図れた。

今後も継続して取り組んでいく。 B ○ ○ 保育課

34 38 3 給食だより
給食だよりを配布・掲示す
る。特に、食育月間・食育の
日の取組を行う。

毎月、給食だよりを発行し、保護者の食
に対する不安解消や家庭での食育の充実
を図れるよう情報提供を行った。

保護者が食に対して興味を持てるよう、
今後もさらに内容を充実していく。

B
毎月、給食だよりを発行し、保護者の食に対
する不安解消や家庭での食育の充実を図れる
よう情報提供を行った。

保護者が食に対して興味を持てるよう、
今後もさらに内容を充実していく。

B ○ ○ ○ 保育課

35 38 4 クッキング保育
園児がクッキング体験をし、
食の知識やその大切さを学
ぶ。

例年行っている園児のクッキング体験
は、新型コロナウイルス感染拡大のた
め、実施しなかった。

新型コロナウイルス感染拡大の状況を踏
まえ、事業の実施について検討する。

D
新型コロナウイルス感染拡大防止策をとりな
がら可能な範囲で実施した。

新型コロナウイルス感染拡大の状況を踏
まえ、可能な範囲で実施する。

B ○ ○ ○ 保育課

36 38 5
食物アレルギー
等の個別相談

必要に応じて保護者と個別に
相談し、給食に反映させる。

食物アレルギーがある子どもの保護者と
個別に随時面談を行い、医師による生活
管理指導表に基づいた対応で給食に反映
させた。

今後も保護者と連携を密にとり、対応し
ていく。

B
食物アレルギーがある子どもの保護者と個別
に随時面談を行い、医師による生活管理指導
表に基づいた対応で給食に反映させた。

今後も保護者と連携を密にとり、対応し
ていく。

B ○ ○ 保育課

37 38 6
栄養士による出
前講座

市立保育園の栄養士が児童館
に出向き、食育相談を行う。

新型コロナウイルス感染拡大のため、実
施しなかった。

新型コロナウイルス感染拡大の状況を踏
まえ、事業の実施について検討する。

D
新型コロナウイルス感染拡大のため、実施し
なかった。

 新型コロナウイルス感染拡大の状況を踏
まえ、事業の実施について検討する。

D ○ ○ ○ 保育課

38 38 7
生産者・食材納
品業者等との交
流

地域の生産者・食材納品業者
等と園児がふれあい、特に野
菜や魚の実物が見られるよう
配慮する。

農家の方にご協力をいただき芋掘りを行
い、給食の食材として利用した。

さつまいも掘り　５園

今後も取り組みを工夫し、より充実した
ものにしていく。

B

農家の方にご協力をいただき芋掘りを行い、
給食の食材として利用した。
じゃがいも掘り　５園
さつまいも掘り　５園

今後も取り組みを工夫し、より充実した
ものにしていく。

B ○ ○ 保育課

39 38 8
地域向け食育活
動

離乳食、幼児食、アレルギー
食等について、地域からも参
加できる食育相談や講習会、
試食会を実施する。

例年、地域の子育て中の人を対象に、全
５園で園庭開放利用者や見学者の食育相
談を行ったり、一時保育利用者の相談を
行うなど、地域の人が参加できる食育相
談を行ってきたが、新型コロナウイルス
感染拡大のため、実施しなかった。

新型コロナウイルス感染拡大の状況を踏
まえ、事業の実施について検討する。

D

例年、地域の子育て中の人を対象に、全５園
で園庭開放利用者や見学者の食育相談を行っ
たり、一時保育利用者の相談を行うなど、地
域の人が参加できる食育相談を行ってきた
が、新型コロナウイルス感染拡大のため、実
施しなかった。

新型コロナウイルス感染拡大の状況を踏
まえ、事業の実施について検討する。

D ○ ○ ○ ○ 保育課

40 38 9 地域連携の推進
私立の保育所・幼稚園等との
連携を推進する。

保健センター（健康課）の管理栄養士と
公立保育園栄養士との連携を取り、市の
方向性を統一できるように努めた。

保健センターの管理栄養士との連携をよ
り深め、保育園での活動など情報を発信
する等も検討する。学校栄養士との情報
交換を目指す。

B
保健センター（健康課）の管理栄養士と公立
保育園栄養士との連携を取り、市の方向性を
統一できるように努めた。

保健センターの管理栄養士との連携をよ
り深め、保育園での活動など情報を発信
する等も検討する。学校栄養士との情報
交換を目指す。

B ○ 保育課

41 38 10
家庭と協働した
食育支援

望ましい食習慣の取組ができ
るよう支援する。

園ごとに保育園給食のおすすめレシピや
旬の食材等を紹介。保護者向けに展示や
レシピメモを配布し乳幼児食への理解促
進に努めた。

今後も更なる内容の充実に努め、様々な
機会を活用し情報発信していく。

B
園ごとに保育園給食のおすすめレシピや旬の
食材等を紹介。保護者向けに展示やレシピメ
モを配布し乳幼児食への理解促進に努めた。

今後も更なる内容の充実に努め、様々な
機会を活用し情報発信していく。

B ○ ○ 保育課

生涯にわたる食育推進  　①乳幼児と保護者の食育推進 　イ保育所・幼稚園等
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令和２年度事業実績
（具体的な数値等）

令和２年度に実施した取組み　及び
令和３年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）
※1

令和３年度事業実績
（具体的な数値等）

令和３年度に実施した取組み　及び
令和４年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）※
1

No. 事業名称 事業の内容頁 番号

令和２+年度進捗状況 令和３年度進捗状況

③
（旧の
②）

担当課⑦
（旧の
⑤）

効果があったと思われる
食育の視点　※2

① ⑤
④

（旧の
③）

⑥
（旧の
④）

②
（旧の
①）① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

42 38 1
子育て相談会

保護者に対する食事や栄養を
テーマにした専門家による講
演会及び相談会を行う。

【本町児童館】
離乳食講座　2回/20人

【東児童館】
離乳食講座等 3回/45人
（・離乳食講座(2回/32人)
・くりのみミニ講座(1回/13人))

【貫井南児童館】
離乳食講習会　2回/10人

【緑児童館】
離乳食講習会等 4回/84人
（ ・ 離 乳 食 講 習 会 (2 回 /28 人 )
・幼児食講習会(1回/21人)
・冬の健康相談会（1回/35人））

新型コロナウイルス感染症の影響で上半
期の実施や調理・試食スタイルを中止し
た他、定員を半数以下に設定して実施し
た。次年度も感染対策を継続しつつ実施
していく。

C

【本町児童館】
離乳食講座等　4回/32人
・離乳食講座　2回/14人
・幼児食講座　2回/18人
　
【東児童館】
離乳食講座　3回/32人

【貫井南児童館】
離乳食相談会　2回/19人

【緑児童館】
離乳食講習会等 5回/69人
・離乳食講習会　3回/22人
・食育相談会　2回/47人

新型コロナウイルス感染症の影響で調
理・試食スタイルを中止した他、定員を
半数以下に設定して実施した。

次年度も感染対策を継続しつつ実施して
いく。

B ○ ○
児童青少年
課

43 38 2
乳幼児食事会

子育てひろばや幼児グループ
で行う食を通じての交流会
（情報を交換し、食育に対す
る理解を深める）を行う。

中止

新型コロナウイルス感染症の影響で調理
や喫食のある事業は中止した。次年度も
感染対策をしつつ実施できる場合は継続
して実施していく。

C 中止

新型コロナウイルス感染症の影響で調理
や喫食のある事業は中止した。

子育てひろばの「たより」にて会食メ
ニューを掲載紹介した。

次年度も感染対策をしつつ実施できる場
合は継続して実施していく。

C ○
児童青少年
課

生涯にわたる食育推進  　①乳幼児と保護者の食育推進 　ウ児童館
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令和２年度事業実績
（具体的な数値等）

令和２年度に実施した取組み　及び
令和３年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）
※1

令和３年度事業実績
（具体的な数値等）

令和３年度に実施した取組み　及び
令和４年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）※
1

No. 事業名称 事業の内容頁 番号

令和２+年度進捗状況 令和３年度進捗状況

③
（旧の
②）

担当課⑦
（旧の
⑤）

効果があったと思われる
食育の視点　※2

① ⑤
④

（旧の
③）

⑥
（旧の
④）

②
（旧の
①）① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

44 39 1
学校における食
育の推進と情報
発信

学習指導要領に基づく学校ご
との食に関する全体計画を作
成し、積極的に食育の推進を
図る。

農家見学等、一部実施が困難なものも
あったが、小学校では食に関する全体計
画をもとに、生活科の学習や野菜を育て
る体験学習を実施した。
コロナ禍において、食育の目標達成が困
難なものもあった。

新学習指導要領を踏まえて、改めて食育
に関する指導内容を系統立て全体計画の
見直しを行うよう指導する。

C

農家の訪問見学など一部実施が困難なものも
あったが、食に関する全体計画をもとに、生
活科の学習や野菜を育てる体験学習を実施し
たり、ＩＣＴ端末を用いて直接体験の代替学
習を行ったりすることができた。
コロナ禍において、黙食が継続されたため食
育の目標達成が困難なものもあった。

コロナ禍においても感染防止対策を十分
に行うことによりこれまで難しかった学
習についても推進することを検討させ
る。また、ＩＣＴ端末を活用した学習に
ついてさらに研究し、実践するよう指導
する。

B ○ ○ ○ ○ 指導室

45 39 2
給食を通じた食
育

栄養教諭・食育リーダーを中
心に、授業や給食委員会の活
動・日々の給食を通して、望
ましい食習慣を身につけさせ
る。

食育リーダー会議では、各校の取組みの
情報共有を行った。なお、講演会は新型
コロナウィルス感染症拡大防止の観点か
ら開催中止となったため、参加していな
い。

食育リーダー会で検討・作成したリーフ
レットを市内小中学校全校児童・生徒の
保護者へ配布した。

A

食育リーダー会議では、各校の取組みの情報
共有を行った。なお、講演会は新型コロナ
ウィルス感染症拡大防止の観点から開催中止
となったため、参加していない。

食育リーダー会で検討・作成したリーフ
レットを小学校１年生の児童の保護者へ
配布した。

A ○ ○ ○ ○ ○
学務課・指
導室

46 39 3
地域と交流した
食育活動

給食だより・校内放送等での
取組を含め、地域の生産者等
と児童・生徒が交流する。

地域の生産者との交流については、授業
の一環として実施している学校がある。
引続き指導室・栄養教諭と連携を取り、
食育推進等の支援をする。

地域の生産者等との交流については、引
続き授業の一環として実施できるよう小
中学校や指導室に協力を求める。

B

地域の生産者との交流については、授業の一
環として実施している学校がある。引続き指
導室・栄養教諭と連携を取り、食育推進等の
支援をする。

地域の生産者等との交流については、引
続き授業の一環として実施できるよう小
中学校や指導室に協力を求める。

B ○ ○ ○ ○ ○
学務課・指
導室

47 39 4
家庭と協働した
食育支援

望ましい食習慣の取組ができ
るよう支援するため、給食だ
より等の情報提供を充実させ
る。

小中学校全14校で給食だよりを毎月発行
している。

今後も継続していく。 A
小中学校全14校で給食だよりを毎月発行して
いる。

今後も継続していく。 A ○ ○ ○ ○ ○ ○ 学務課

48 39 5
栄養講習会
(親子クッキング
教室)

小学生とその保護者を対象
に、生活習慣病予防につなが
るテーマについて講義・実
習・試食を行う。

中止
安全に配慮し、中止した。

D
実施者数：3組

コロナ禍でのお子さん対象の事業のた
め、集客が難しかった。来年度は対象年
齢を下げて実施予定。

C ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
健康課・学
務課

生涯にわたる食育推進  　②学齢期の食育推進　ア小学校
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令和２年度事業実績
（具体的な数値等）

令和２年度に実施した取組み　及び
令和３年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）
※1

令和３年度事業実績
（具体的な数値等）

令和３年度に実施した取組み　及び
令和４年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）※
1

No. 事業名称 事業の内容頁 番号

令和２+年度進捗状況 令和３年度進捗状況

③
（旧の
②）

担当課⑦
（旧の
⑤）

効果があったと思われる
食育の視点　※2

① ⑤
④

（旧の
③）

⑥
（旧の
④）

②
（旧の
①）① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

49 39 1
食育指導
（学童保育所）

食べることを通して、団らん
の楽しさ、作ることの楽し
さ、食べることの楽しさを仲
間と分かち合う。

各学童保育所ごと日常のおやつとは別に
月に１回は食育の日を決めて、テーマを
もって食育に取り組み、食にまつわるこ
と、季節を感じることから食卓育、マ
ナーまで幅広くを学んでいる。

日常のおやつの中では手洗い、マナーは
もちろん季節に応じた食を提供すると同
時に、食育の日にはテーマをもって食を
意識できるような取り組みを新型コロナ
ウイルス感染症対策を講じながら令和3年
度も継続して実施していく。

B

各学童保育所ごと日常のおやつとは別に月に
１回は食育の日を決めて、テーマをもって食
育に取り組み、食にまつわること、季節を感
じることから食卓育、マナーまで幅広くを学
んでいる。

日常のおやつの中では手洗い、マナーは
もちろん季節に応じた食を提供すると同
時に、食育の日にはテーマをもって食を
意識できるような取り組みを新型コロナ
ウイルス感染症対策を講じながら令和3年
度も継続して実施していく。

B ○ ○
児童青少年
課

50 39 2

料理教室
（児童館）

主に小学生から中・高校生ま
でを対象として手作りを基本
とした料理教室を行い、作り
方を指導し、食を共にしなが
ら相互に交流を図る。また、
地場野菜等を通じた生産者と
の交流や環境に配慮した料理
教室等を実施する。

【本町児童館】
・幼児グループいも堀り（2回/47人）
【東児童館】いも掘り　6回/110人
・幼児グループいも掘り（2回/60人）
・低学年グループいも掘り（2回/43人）
・高学年グループいも掘り（2回/7人）
【貫井南児童館】
・幼児グループいも掘り(2回/20人)
【緑児童館】
・幼児グループ農業体験（2回/40人）

新型コロナウイルス感染症の影響で調理
や喫食のある事業は中止した。次年度も
感染対策をしつつ実施できる場合は継続
して実施していく。

C

【本町児童館】
・幼児グループいも堀り（4回/62人）

【東児童館】いも掘り　11回/226人
・幼児グループいも掘り（4回/145人）
・低学年グループいも掘り（6回/71人）
・高学年グループいも掘り（1回/10人）

【貫井南児童館】
・幼児グループいも掘り(4回/62人)

【緑児童館】
・幼児グループ農業体験（4回/80人）

新型コロナウイルス感染症の影響で調理
や喫食のある事業は中止した。

次年度も感染対策をしつつ実施できる場
合は継続して実施していく。

B ○

児童青少年
課

生涯にわたる食育推進  　②学齢期の食育推進　イ学童保育所・児童館  ウ公民館
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令和２年度事業実績
（具体的な数値等）

令和２年度に実施した取組み　及び
令和３年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）
※1

令和３年度事業実績
（具体的な数値等）

令和３年度に実施した取組み　及び
令和４年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）※
1

No. 事業名称 事業の内容頁 番号

令和２+年度進捗状況 令和３年度進捗状況

③
（旧の
②）

担当課⑦
（旧の
⑤）

効果があったと思われる
食育の視点　※2

① ⑤
④

（旧の
③）

⑥
（旧の
④）

②
（旧の
①）① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

51 40 1
学校における食
育の推進と情報
発信[再掲]

学習指導要領に基づく学校ご
との食に関する指導全体計画
を作成し、積極的に食育の推
進を図る。

中学校では、食に関する全体計画をもと
に、保健体育の時間に健全な心身の成長
を図るための学習を実施した。
家庭科の時間には、健康的に暮らすため
に健全な食生活の実現についての学習を
実施した。

中学校においても新学習指導要領が全面
実施となることから、改めて食育に関す
る指導内容を系統立て全体計画の見直し
を行うよう指導する。

B

中学校では、食に関する全体計画をもとに、
保健体育の時間に健全な心身の成長を図るた
めの学習を実施した。
家庭科の時間においては、調理など制限が必
要なものもあったが、健康的に暮らすために
健全な食生活の実現についての学習を実施し
た。

学習指導要領に示された内容を踏まえ、
改めて食育に関する指導内容を系統立て
全体計画の見直しを行うよう指導する。

B ○ ○ ○ ○ 指導室

52 40 2
給食を通じた食
育[再掲]

栄養教諭・食育リーダーを中
心に、授業や給食委員会の活
動・日々の給食を通して、望
ましい食習慣を身につけさせ
る。

食育リーダー会議では、各校の取組みの
情報共有を行った。なお、講演会は新型
コロナウィルス感染症拡大防止の観点か
ら開催中止となったため、参加していな
い。

食育リーダー会で検討・作成したリーフ
レットを市内小中学校全校児童・生徒の
保護者へ配布した。

A

食育リーダー会議では、各校の取組みの情報
共有を行った。なお、講演会は新型コロナ
ウィルス感染症拡大防止の観点から開催中止
となったため、参加していない。

食育リーダー会で検討・作成したリーフ
レットを小学校１年生の児童の保護者へ
配布した。

A ○ ○ ○ ○ ○
学務課・指
導室

53 40 3
地域と交流した
食育活動[再掲]

給食だより・校内放送等での
取組を含め、地域の生産者等
と児童・生徒が交流する。

地域の生産者との交流については、授業
の一環として実施している学校がある。
引続き指導室・栄養教諭と連携を取り、
食育推進等の支援をする。

地域の生産者等との交流については、引
続き授業の一環として実施できるよう小
中学校や指導室に協力を求める。

B

地域の生産者との交流については、授業の一
環として実施している学校がある。引続き指
導室・栄養教諭と連携を取り、食育推進等の
支援をする。

地域の生産者等との交流については、引
続き授業の一環として実施できるよう小
中学校や指導室に協力を求める。

B ○ ○ ○
学務課・指
導室

54 40 4
家庭と協働した
食育支援[再掲]

望ましい食習慣の取組ができ
るよう支援するため、給食だ
より等の情報提供を充実させ
る。

小中学校全14校で給食だよりを毎月発行
している。

今後も継続していく。 A
小中学校全14校で給食だよりを毎月発行して
いる。

今後も継続していく。 A ○ ○ ○ ○ ○ ○ 学務課

55 40 5
ミニパンフレッ
トによる情報発
信

青年期向けの食育に関するミ
ニパンフレットを作成し、関
係機関に配する。

昨年と同じ青少年向けミニパンフレット
を成人式（中止のため、取りに来た方の
み）で８００部用意したが取りに来た数
は現在１５５部。（令和３年５月１２日
現在）

来年度も今年度同様、成人式での配布を
行う予定である。

C
青少年向けミニパンフレットを成人式（中止
のため、取りに来た方のみ）で800部用意し
た。

来年度も今年度同様、成人式での配布を
行う予定である。

B ○ ○ ○ ○ 健康課

生涯にわたる食育推進  ③青年期から高齢期の食育推進　ア青年期の食育推進
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令和２年度事業実績
（具体的な数値等）

令和２年度に実施した取組み　及び
令和３年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）
※1

令和３年度事業実績
（具体的な数値等）

令和３年度に実施した取組み　及び
令和４年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）※
1

No. 事業名称 事業の内容頁 番号

令和２+年度進捗状況 令和３年度進捗状況

③
（旧の
②）

担当課⑦
（旧の
⑤）

効果があったと思われる
食育の視点　※2

① ⑤
④

（旧の
③）

⑥
（旧の
④）

②
（旧の
①）① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

56 41 1 栄養個別相談
生活習慣病等、個人のニーズ
に合わせた栄養に関わる相談
を行う。

実施回数：12回
実施者数：12人

月1回の決められた日時にくるのは、難し
いという意見もあり、聞きたいときに電
話ですませたい方も多い。電話や窓口に
来たついでの方には、可能な限り、対応
している。なお、電話相談は9件だった。

B
実施回数：10回
実施者数：19人

月1回の決められた日時にくるのは、難し
いという意見もあり、聞きたいときに電
話ですませたい方も多い。電話や窓口に
来たついでの方には、可能な限り、対応
している。なお、電話相談は9件だった。

B ○ ○ ○ ○ 健康課

57 41 2 栄養講習会

生活習慣病や健康づくりに関
するテーマを設定し、テーマ
に合わせた栄養講義や調理実
習を行う。

実施回数：3回
参加者数：17人

コロナ禍のため、事業自体が中止になっ
たり、定員を減らして調理実習から講義
とデモンストレーションに変更したので
集客も難しかった。（なお、積極的な勧
奨は行っていない。）

C
栄養講習会：5回（小学生とその保護者むけ
を除く）参加者数：33人

定員は昨年同様。調理実習・試食はなし
だが、講義とデモで引き付けるだけでは
なく、参加者にも感染対策の上、短い時
間ではあるが、アンケートだけではな
く、直接意見なども伺っていきたい。

B ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康課

58 41 3
健康づくりフォ
ローアップ指導
教室

糖尿病や骨粗しょう症など、
疾病や年齢に合わせた栄養講
義を行うことにより、疾病の
予防や健康に対する意識の啓
発、生活習慣の改善を支援す
る。

糖尿病予防教室7人
骨粗しょう症予防教室：中止
いきいき健康教室：5人
血管若返り教室：8人
親子健康教室：中止
ボディメイク教室：9人
計29人

コロナ禍のため、積極的な勧奨は行って
いない。

C

糖尿病予防教室：9人
骨粗しょう症予防教室：8人
いきいき健康教室：7人
血管若返り教室：中止
親子健康教室：中止
ボディメイク教室：9人
計33人

昨年に引き続き、コロナ禍のため、積極
的な勧奨は行っていない。

B ○ ○ ○ ○ 健康課

59 41 4 特定保健指導

特定健康診査において生活習
慣病を発病するリスクが高い
結果となった方に対して、特
定保健指導を行うことによ
り、疾病の予防や早期発見、
健康に対する意識の啓発、生
活習慣の改善を支援する。

特定保健指導対象者数
　動機付け支援：610人
　積極的支援  ：168人
特定保健指導利用者数
　動機付け支援：113人
　積極的支援　： 20人

特定健康診査において生活習慣病を発病
するリスクが高い結果となった方に対
し、特定保健指導を行った。今年度は。
新たに未受診者に対しアンケート調査を
実施したため、今令和３年度以降の受診
率向上に生かしていきたい。

B

特定保健指導対象者数
　動機付け支援：601人
　積極的支援  ：196人
特定保健指導利用者数
　動機付け支援：121人
　積極的支援　： 18人

特定健康診査において生活習慣病を発病
するリスクが高い結果となった方に対
し、特定保健指導を行った。今後も特定
保健指導の利用率が向上するよう利用勧
奨を行い、管理栄養士・保健師と共に、
対象者にあった食生活の見直し等を行
う。

B ○ ○ ○ 保険年金課

60 41 5 成人学校
食に関する様々なテーマを取
り上げた講座等を開催する。

成人学校 共働夢農園 「野菜作りコー
ス」
令和2年6月4日～令和3年3月11日
原則毎週木曜日実施（主催講座全8回、そ
の他は自主活動）
主催講座実施回数8回　延べ参加者170人

畑・土を育て、種まき、苗植え、収穫な
らびに収穫祭で出来た作物を調理し食す
という一貫的な食育環境を、講師、運営
委員とともに参加者が共同で挑み、農業
への認識を深め、収穫の喜びを体験する
とともに、参加者相互の親睦と交流を深
めた。

平成13年度からスタートし18年を経過し
たところで見直しを行った。令和2年度を
最終年度とし、令和3年度から貫井南分館
の「江戸野菜に親しもう」と統合し、発
展的に新規事業の展開を目指す予定で
あったが、学芸大学が使えなくなり、頓
挫した。

B 令和3年度以降は、菜園教室に統合した。 ― 公民館

61 41 6
成人学校
「菜園教室」

【目的】額に汗しながら土に
親しみ、野菜の共同栽培を通
じて作る喜びを分かち合いま
す。
また、土起こしから収穫まで
を体験しながら、「食」・
「農」・「人の和」などに目
を啓き、認識を深める。
【対象】市内在住・在勤・在
学の方

令和2年6月3日～令和3年3月10日まで
(全36回)
延べ参加者715人

今後も継続して行う予定をしている。

令和3年4月14日～令和4年3月9日
原則毎週水曜日実施（全40回）
延べ参加者570人

○額に汗しながら土に親しみ、野菜の共同栽
培を通じて作る喜びを分かち合う。
○土起こしから収穫までを体験しながら
「食」・「農」・「自然」・「人の和」など
に目を啓き、認識を深める。

第４次小金井市生涯学習推進計画の中の
「公民館を活用する学びの推進」で野菜
づくり講座を事業の柱として位置付けて
いることから、貫井南分館の「江戸野菜
に親しもう」及び緑分館の「共働夢農
園」を本館で１本化して統合した。

B ○ ○ 公民館

62 41 7
６０２４・８０
２０運動の推進

生涯を通じて健康的な食生活
が実践できるよう、６０歳で
２４本以上、８０歳で２０本
以上の歯がある方の増加を目
指す。

歯周疾患の早期発見に努め、生涯を通
じ、自分の歯で過ごすことができるよう
にするため成人歯科健診を実施した。コ
ロナ禍にも関わらず、多くの方が受診さ
れた。
受診者数：2,206人

昨年同様、20歳から80歳までの5歳刻み節
目年齢の方を対象に実施した。対象年齢
について検討を図りながら、今後も継続
して実施する。また、８０２０運動と共
に、６０２４運動も推進していく。

A

歯周疾患の早期発見に努め、生涯を通じ、自
分の歯で過ごすことができるようにするため
成人歯科健診を実施した。コロナ禍のため、
減少傾向と思われたが、受診者と対象者の割
合は昨年とほぼ同じだった。
受診者数：1,829人

昨年同様、20歳から80歳までの5歳刻み節
目年齢の方を対象に実施した。対象年齢
について検討を図りながら、今後も継続
して実施する。また、８０２０運動と共
に、６０２４運動も推進していく。

B ○ 健康課

生涯にわたる食育推進  ③青年期から高齢期の食育推進　イ成人・高齢者の食育推進
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令和２年度事業実績
（具体的な数値等）

令和２年度に実施した取組み　及び
令和３年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）
※1

令和３年度事業実績
（具体的な数値等）

令和３年度に実施した取組み　及び
令和４年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）※
1

No. 事業名称 事業の内容頁 番号

令和２+年度進捗状況 令和３年度進捗状況

③
（旧の
②）

担当課⑦
（旧の
⑤）

効果があったと思われる
食育の視点　※2

① ⑤
④

（旧の
③）

⑥
（旧の
④）

②
（旧の
①）

精神障がい者配食サービス
配食数：3,791食

安否確認や栄養に配慮した食事を届ける
ことについては重要であると考えるた
め、今後も継続する。

B
精神障がい者配食サービス
配食数：3,929食

安否確認や栄養に配慮した食事を届ける
ことについては重要であると考えるた
め、今後も継続する。

B ○
自立生活支
援課

食の自立支援事業　24,952食（269人）
（65歳以上で介護の要支援以上の方に週3
回夕食を配る）、
59食（2人）（65歳以上で介護の要支援以
上の方に週4回～6回夕食を配る）

緊急配食サービス　33食（8人）
（退院などの理由で１週間程度配食す
る）

配食を利用すると、その利便性から外出
の機会が減ることから、会食会を開き、
近場を散策した後、利用者同士で食事を
摂ることで、外出の機会を増やし、生き
がいづくりを支援したが、令和２年11月
以降は、新型コロナウイルス感染症の拡
大防止により、会食会を休止し、茶話会
として実施している状況が続いている。

食の自立支援事業については、見込み数
を超える数で推移しており、今後の事業
の体制確保が課題である。

B

食の自立支援事業　24,099食（268人）
（65歳以上で介護の要支援以上の方に週3回
夕食を配る）、
651食（10人）（65歳以上で介護の要支援以
上の方に週4回～6回夕食を配る）

緊急配食サービス　11食（3人）
（退院などの理由で１週間程度配食する）

配食を利用すると、その利便性から外出
の機会が減ることから、会食会を開き、
近場を散策した後、利用者同士で食事を
摂ることで、外出の機会を増やし、生き
がいづくりを支援したが、令和２年11月
以降は、新型コロナウイルス感染症の拡
大防止により、会食会を休止し、茶話会
として実施している状況が続いている。

一日おおむね80食という委託内容である
が、それを超える利用者数となってい
る。今後の受入れ体制の確保が課題であ
る。

令和２年度より、週４回から週６回の配
食サービスも行っている。

B ○ ○ 介護福祉課

新
介護予防・フレ
イル予防普及啓
発

高齢者が介護予防の知識を得
て、地域でできるだけ自立し
た生活が継続できるよう高齢
者が参加している通いの場に
保健師が出向き、介護予防・
フレイル予防の知識（栄養・
口腔）についての講話を行
う。

小金井さくら体操管理会場・完全自主会場１
４会場において実施　 202人

小金井さくら体操自主グループの会場に
おいて介護予防の知識（栄養・口腔）に
ついて啓発を行った。さくら体操の自主
グループ以外の通いの場等においても広
く啓発を行う。

〇 〇 介護福祉課

64 41 9
ミニパンフレッ
トによる情報発
信

高齢者向けの食育に関するミ
ニパンフレットを作成し、関
係機関に配する。

新規の項目のため、実績なし。

今まで高齢者関係の事業や他課からの要
請には、多摩府中保健所からいただいた
資料で対応してきたが、在庫もなくなっ
たことやカラーでのダウンロードができ
ないことから2～3年内に簡単なちらしを
作成したいと考えている。

○ ○ ○ ○ ○ 健康課

高齢者や精神障がい者の健康
的な食生活と安否確認等のた
め食事の配達を行うことによ
り、自立した食生活を支援す
る。

63 41 配食サービス8
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令和２年度事業実績
（具体的な数値等）

令和２年度に実施した取組み　及び
令和３年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）
※1

令和３年度事業実績
（具体的な数値等）

令和３年度に実施した取組み　及び
令和４年度以降の課題、対策等

自己評価
（対前年
進捗度）※
1

No. 事業名称 事業の内容頁 番号

令和２+年度進捗状況 令和３年度進捗状況

③
（旧の
②）

担当課⑦
（旧の
⑤）

効果があったと思われる
食育の視点　※2

① ⑤
④

（旧の
③）

⑥
（旧の
④）

②
（旧の
①）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

65 42 1 食育推進会議

食育推進会議を継続して開催
し、本計画の進捗状況を検証
するとともに、必要な推進策
を検討する。

会議を年２回しか開催できなかった。市
民アンケート及び小中学生アンケートに
ついては、実施できた。

第４次食育推進計画の策定を行い、パブ
リックコメントを経て完成させる。

C

令和3年度もコロナ禍のため、1回のみ書面開
催としたが、全4回開催することができた。
また、委員の任期が1月末のため、それに合
わせて4回目を1月末とした。タイトな日程
だったが、食育計画の策定を予定どおり終了
することができた。

今後も計画策定の予定と連動して会議を
開催していきたい。

A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康課

66 42 2
食育コーディ
ネータの設置

食育に関する関係機関等との
連携を促進する。

令和２年度活動実績：4件
依頼もほぼ来ないのに等しい状況だっ
た。

今後も引き続き継続していく。 C
令和3年度活動状況：6件　　　　　　　　コ
ロナ禍を反映しているせいか、依頼が少な
かった。

今後も引き続き継続していく。 B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康課

67 42 3
食育推進検討委
員会

市の食育推進事業の円滑な推
進を図るため、関係課による
食育推進検討委員会を開催す
る。

コロナ禍のため、食育推進会議が年2回し
か開催できなかったため、関係課による
食育推進検討委員会を開催するところま
でたどり着けなかった。

令和３年度は第４次食育推進計画の策定
をしていくにあたり、推進委員会を開催
する予定である。

D
令和３年度の会議は書面会議1回だけだが、
各課担当者とは、計画策定中、何度も確認等
のやり取りを行った。

次回計画策定の際には、書面開催であっ
てももう少し回数を増やしたい。

B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康課

68 42 4
大学等との連携
推進

若年層に対する対策及び食育
に関する実態等の継続的な研
究推進のため、大学等との食
育推進事業の連携を推進す
る。

今年度も昨年同様、青少年向けパンフ
レットを成人式で配布することができ
た。

今後についても協力を得ていきたい。 B
今年度はいままでのパンフレットを増刷りし
て配布をした。

令和4年度まで配布分があるので、次に作
成する令和5年以降となるのでその時に
は、協力を求めたい。

C ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康課

(1)施策の推進体制
５　計画の推進に向けて
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第 4 次小金井市食育推進計画 

令和 4年度～令和 8年度 

 小金井市では、「野菜」「団らん」「ふれあい」「環境」をキーワードとし、小金井らしい

食生活のあるひとづくり・まちづくりを 

“Ｋｏｇａｎｅｉ-Ｓｔｙｌｅ”として地域に展開しています。 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小金井市食育推進計画の基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯にわたる食育推進 

 

乳幼児と保護者、学童期、 

青年期※から高齢期への取組 

“Ｋoganei-Ｓtyle”の地域展開 

 

啓発活動の充実と情報の整備、 

各種団体の活動及び連携の推進 

“Ｋoganei-Ｓtyle” 

健康増進 ・ 豊かな生活 

※この計画における青年期とは、１３歳から２０歳代前半を指します。 

 

“Koganei-Style”

栄養バランス
『 野 菜 』

家族・友人・知人
『 団 ら ん 』

地産地消・食文化の伝承
『 ふ れ あ い 』

食の安全・安心
『 環 境 』



取組の指標   

国の食育推進基本計画及び東京都食育推進計画では、取組の指標として数値目標が掲げら

れています。本計画においては、それを基本としつつ、また第 3次計画で設定した指標の調

査・検証を行い、令和 8年度までの 5年間の新たな指標を設定しました。 

 

 
項目 指標 

Ｋoganei-Ｓtyle 

での位置付け 
国 都 

１ 
食育という言葉や意

味を知っている 
７０％（市民）【５１.７％】 

Koganei-Style 

全体 
○ ○ 

２ 
毎日きちんと朝食を

食べる 
１００％（市民）【７４．９％】 

栄養バランス 

『野菜』 
○ ○ 

３ 
家族と一緒に食事

をする 

小４・中１、中２共に１００％ 

（朝・夕いずれかでも。） 

【小４ ９４．９％・中１、中２ ７８．６％】 

家族・友人・知人 

『団らん』 
○ ○ 

４ 
バランスのとれた食

事をする 

小４・中１、中２共に６０％以上 

改善意欲のある市民６０％以上 

【小学生４３．６％ 中学生３７．７％】 

【改善意欲のある市民 ４９．３％】 

栄養バランス 

『野菜』 
○ ○ 

５ 
野菜は一日３５０ｇ

摂取を目標とする 

野菜を一日３５０ｇ食べる市民 

５０％以上 

栄養バランス 

『野菜』 
○ ○ 

６ 
食生活に地産地消

を取り入れる 

地場野菜を食材に利用する市民 

８０％以上【５１．７％】 

地産地消・食文化

の伝承『ふれあい』 
○ ○ 

７ 食品ロスの軽減 
食品ロス軽減のために行動している市民 

８０％以上【一般市民 ５２．１％】 

食の安全・安心 

『環境』 
○ △ 

○ 目標を掲げている  △ 似たような項目で目標を掲げている 【 】内は現状値 

 

第 4次小金井市食育推進計画の詳細は小金井市ＨＰをご覧ください。 

                          小金井市福祉保健部健康課 

                          ０４２－３２１－１２４０ 

 






